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中国地方の国際物流を取り巻く現状と中国地方の国際物流を取り巻く現状と課題課題



主な貿易相手国

（１）我が国の経済状況

2007年、貿易総額で対中国が対アメリカを上回る。
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円／ドル名目為替レートの推移

近年、円高が急速に進展しており、過去最高水準に迫っている。円高の長期化は、国
内での事業コストを相対的に増加させ、生産の海外移転を加速させる恐れ。

（１）我が国の経済状況
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我が国における生産の海外移転の進展

出典：日本国内投資促進プログラム

（１）我が国の経済状況

国内投資が伸び悩む一方、海外への設備投資の割合が増加。
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中国地方と全国との比較

中国地方の産業の特徴

（２）中国地方の現況

中国地方は、臨海部に数多くのコンビナートを擁し、石油、鉄鋼、化学、木材などの基礎素材型
産業や、自動車、造船などの加工組立型産業等、国内屈指の産業集積地。

※出典：Ｈ20年市町村別工業統計

※臨海部とは港湾所在市町村を示す

各都道府県の製造出荷額に占める
臨海部で計上される出荷額の割合
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（２）中国地方の現況

デルタ工業 ：自動車用シート ：約5.6億円(2011.10～)
シティプラスチック ：樹脂部品 ：3億円(2011.6～)
テライ ：ポリエチレン袋 ：7億円(2011.5～)
島根中井工業 ：プラスチック製品：約9.7億円(2011.10～)
平和金属工業 ：自動車部品 ：約3.2億円(2011.10～)
テイコク ：電線・ｹｰﾌﾞﾙ ：約1.1億円(2012.3～)

浜田港

マツダ ：次世代エンジン ：100億円(2011～)
三菱重工業 ：一般機械 ：約20億円(2010～)
コベルコ建機：建設機械 ：198億円(2012.5～)

広島港

ナノオプトニクス･エナジー：電気自動車 ： 約230億円(2011～)
デュエラ ：液晶テレビ部品 ：約10.3億円(2011.10)
ニッパ ：液晶保護フィルム ：非公表(2013～)
ニッポン高度紙工業 ：電解コンデンサー用セパレータ ：約60億円(2012.9～)
甲陽ケミカル ：グルコサミン ：約8億円(2011～)

境港

JFEスチール ：第6コークス炉増設 ：200億円(2010.12～)
日本エアロフォージ：航空機向けチタン材：約190億円(2012.3～)

水島港

JFEスチール：第3高炉改修 ：290億円(2011.5～)
：容器用鋼板 ：170億円(2010.12～)

福山港

東ソー ：エチレンアミン：約200億円(2012～)
：貯炭場と桟橋 ：87億円(2011.1～)
：CSM ：30億円(2010.9～)

トクヤマ ：多結晶シリコン：450億円(2009～)
ＳＢＴ ：コールセンター：約100億円(2008.11～)
武田薬品 ：新製剤 ：140億円(2012.4～)

徳山下松港

宇部興産 ：チラノ繊維 ；約100億円(2016～)
：LED原料の有機化合物 ：非公表 (2012～)

明和化成 ：フェノール樹脂 ：約12億円 (2012.4～)
チタン工業 ：リチウムイオン電池 ：約26億円(2011.12～)

宇部港

呉港

ユーシン：自動車部品：約100億円(2012.12～)

港湾名

企業名：製造品目等：設備増設等の投資金額(稼働(予定)時期)

《凡例》

出典：報道情報を基に作成 ５

中国地方における設備投資の事例
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○ 平成22年度は、中国横断自動車道尾道松江線（尾道JCT～世羅IC：H22.11.27供用）及び
一般国道9号東伯・中山道路（大栄東伯IC～赤碕中山IC：H23.2.27供用）が開通

一般国道9号
東伯・中山道路

H22.11.27
供用

H23.2.27
供用

高規格幹線道路の整備状況

（２）中国地方の現況

６

境港

浜田港

水島港

福山港

呉港

広島港

徳山下松港

宇部港



中国地方で製造される主な世界有数の化学製品

（２）中国地方の現況

ヘリオフレッシュ 世界第１位 香料原料

シュウ酸ジメチル 世界第１位 電子材料エッチング原料，抗菌剤原料

高純度カテコール 世界第１位 半導体剥離材

メチルエチルケトオキシム 世界第１位 自動車電着塗料，シリコン系硬化剤

三塩化ホウ素 世界第１位 アルミニウム配線のドライエッチングガス

フェノール樹脂 世界第１位 半導体エポキシ封止材，フォトレジスト

ポリカーボネートジオール 世界第１位 塗料，接着剤，樹脂

3-メトキシアクリル酸メチル 世界第１位 医薬品,農薬（殺虫剤）

チラノ繊維 世界第１位 航空機構造部材，エンジン部材

高機能電解液 世界第１位 リチウム電池用電解液，コンデンサー用電解液

ジルコニア 世界第１位 歯科材料，光ファイバーコネクター材料

クロロスルフォン化ポリエチレン 世界第１位 エスカレータ－の手すり，自動車用ホース

窒化アルミニウム 世界第１位 電子機器の放熱板・絶縁体

1,5-ペンタンジオール 世界第２位 特殊ポリエステル，インクジェット

硫酸ヒドロキシルアミン 世界第２位 医農薬品，写真用処理薬

ドデカン二酸 世界第２位 環境対応型切削油，樹脂材料

1,6-ヘキサンジオール 世界第２位 環境対応型塗料，高耐久性樹脂

カプロラクタム 世界第３位 ナイロン原料

硫安 世界第３位 肥料

炭酸ジメチル 世界第３位 リチウムイオン２次電池用電解液，樹脂材料

ポリイミドフィルム 世界第３位 高精細回路用基材

ハイシリカゼオライト 世界第３位 自動車排ガス処理触媒

エチレンアミン 世界第３位 医農薬品，ｴﾎﾟｷｼ樹脂硬化剤

多結晶シリコン 世界第３位 半導体，太陽電池

※企業ヒアリングにより作成（2011.3現在）

製品 シェア 主な用途
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◆外貿定期コンテナ航路（H23.3.22現在）

◆平成21年外貿コンテナ貨物取扱量（TEU）

◆港別取扱量（TEU）と航路（便数）の推移

※福山港には、国際コンテナターミナル供用（H17年３月）までに使用していた専用バースでの取扱量を含む

71
67

74

71
73

77

81

75

60
57

46

35

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

55

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

万TEU

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

110
航路［便/週］

境港

浜田港

水島港

広島港

福山港

大竹港

呉港

徳山下松港

岩国港

三田尻中関港

宇部港

航路の便数
〔便/週〕

0 20 40 60 80 100 120 140

広島港

水島港

福山港

徳山下松港

三田尻中関港

岩国港

境　港

浜田港

呉　港

宇部港 輸出 輸入

（千TEU）

【ＴＥＵベース】
１．広島港 131千TEU
２．水島港 97千TEU
３．福山港 69千TEU

（２）中国地方の現況

８

◆中国地方発着欧米貨物における
ダイレクトと
海外トランシップの
割合（％）

Ｈ20全国外貿コンテナ流動調査

港湾名 航路 便数/週 便数計

境港 韓国 2便
韓国・中国 1便
韓国・ロシア 1便
中国 2便

浜田港 韓国 1便 1便
水島港 韓国 7便

中国 7便

東南アジア 1便
広島港 韓国 9便

中国 6便
東南アジア 3便
北米 0.25便

福山港 韓国 4便

中国 6便
大竹港 韓国 2便 2便
呉港 韓国 1便 1便
徳山下松港 韓国 8便

中国 2便
東南アジア 1便

岩国港 韓国 4便

中国 2便
中国・台湾 1便

三田尻中関港 韓国 1便
中国 2便
東南アジア 1便

宇部港 韓国 1便 1便

合　計 76.25便
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① 「新成長戦略」（2010年6月18日閣議決定）、国土交通省成長戦略（2010年5月17日策定）、日本国内
投資促進プログラム（骨子）（2010年9月9日経済産業省公表）の実現

② アジアと北米・欧州等を結ぶ国際基幹航路の日本への就航を維持・拡大

③ 目標：2015年 国内ハブの完成、東アジア主要港でのトランシップ率を半減

2020年 国際トランシップも視野に入れ、東アジア主要港として選択される港湾に

「国際コンテナ戦略港湾」の位置づけ

元気な日本復活特別枠の内容

アジアと北米・欧州等を結ぶ国際基幹航路の日本への就航を維持・拡大するためのハード・ソフト一体となった施策を集中して実施。

ハード対策 ソフト対策

① フィーダー機能強化事業
民間企業や港湾管理者との協働のもと、日本発着貨
物を国際コンテナ戦略港湾に集約するため、新規内
航航路等を立ち上げ、貨物集約を進める。

② 港湾運営の民営化

港湾運営に関する業務を一元的に担う港湾運営会社を設立し、民の
視点による港湾の一体運営を実施。

③ 規制緩和・税制改正

港湾運営の効率化や内航フィーダー集荷促進に寄与する事業者等
に対する支援を実施。

① ハブ機能を強化するためのインフラ整備

釜山港等アジア主要港に比肩しうる仕様（水深・広
さ）を有するコンテナターミナルの整備を推進する。
【国際海上コンテナターミナル、臨港道路の整備等】

② 荷役機械整備等への支援

国際コンテナ戦略港湾と地方の港湾を結ぶ内航フィーダー輸送に係
る、地方の港湾における荷役機械の整備等を推進。

一
体
的
に
実
施

国際基幹航路を維持・拡大することによる産業や国民生活への影響（試算） 経済効果：約 ４，０００億円/年 雇用増 １．６万人

国際コンテナ戦略港湾 平成２３年度政府予算案 国費３２７億円（全て元気な日本復活特別枠）

○ 「選択と集中」の考え方のもと、「国際コンテナ戦略港湾検討委員会（有識者委員会）」による検
討を経て、国際コンテナ戦略港湾として（阪神港、京浜港）の２港を選定。（2010年8月6日に公表）
○ 「選択」された２地域に対して、明確な目標を設定した上で、アジアと北米・欧州等を結ぶ国際基

幹航路の日本への就航を維持・拡大するためのハード・ソフト一体となった施策を「集中」して実施。

９

（３）国土交通省成長戦略と中国地方の取組状況



港湾法等の改正（案）

１０出典：Ｈ23.3.3交通政策審議会第40回港湾分科会資料

（３）国土交通省成長戦略と中国地方の取組状況



港湾運営の民営化

１１出典：Ｈ23.3.3交通政策審議会第40回港湾分科会資料

（３）国土交通省成長戦略と中国地方の取組状況



岸壁：-7.5ｍ
×150ｍ

岸壁：-14ｍ
×330ｍ

ガントリークレーン
40.6トン吊×2基
(アウトリーチ45ｍ)

ガントリークレーン
(H22年度完成)
30.5トン吊×1基

岸壁：-14ｍ
×330ｍ(計画)

港湾関連用地30.4ha
（H22.11港湾計画変更）

ふ頭用地
（計画）

①ソフト面の充実・強化
・港湾サービスの向上～荷役の効率化（共同化，２４時間化），港湾使用料の低減
・新たな利用者の発掘～効果的な助成制度の検討

②ハード面の充実・強化
・背後圏域とのアクセスの向上～広島都市高速の開通により山陽自動車まで直結
・物流の効率化～水深14m岸壁と一体的に利用できる荷役機械の整備（内外貿コンテナターミナル）

コンテナターミナルと一体的に機能する物流施設の立地促進，用地の確保

民間事業者との協働による
物流施設の整備を検討中

ＣＴ直背後を物流機能用地
とする計画に変更

国際コンテナ貨物の集約～中国四国地域におけるアジア地域との貿易の拠点～

広島港国際物流センター
（予定）

１２

（３）国土交通省成長戦略と中国地方の取組状況

広島港：出島地区



（３）中国地方の現況

出典：中国地方整備局道路部
（高規格幹線道路 平成23年1月1日時点）
開通予定時期出典：各県ホームページ、NEXCO西日本ホームページ
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平成２２年 ６月 国際バルク戦略港湾公募

８月 応募者からの計画書（目論見）プレゼンテーション
１２月 応募者からの計画書プレゼンテーション（再プレゼンテーション）

平成２３年 ２月１０日 第１３回国際バルク戦略港湾検討委員会
３月 ２日 第１４回国際バルク戦略港湾検討委員会
３月２４日（予定） 第１５回国際バルク戦略港湾検討委員会
（平成２２年度末 委員会意見を踏まえ、国際バルク戦略港湾を選定する予定）

（２）これまでの選定経緯と今後の予定

（１）応募港湾

国際バルク戦略港湾の選定

１４

（３）国土交通省成長戦略と中国地方の取組状況



水島港水島港

ﾊﾟｼﾌｨｯｸｸﾞﾚｰﾝﾊﾟｼﾌｨｯｸｸﾞﾚｰﾝ
ｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰ((株株))

瀬戸埠頭瀬戸埠頭((株株))

水島地区水島地区

水島港 （穀物）：岡山県水島港 （穀物）：岡山県水島港・福山港 （鉄鉱石・石炭）；岡山県・広島県水島港・福山港 （鉄鉱石・石炭）；岡山県・広島県

ＪＦＥスチールＪＦＥスチール((株株))

徳山下松港徳山下松港
宇部港宇部港

福山港福山港

水島港水島港

宇部港・徳山下松港 （石炭）：山口県宇部港・徳山下松港 （石炭）：山口県

((株株))トクヤマトクヤマ

東ソー東ソー((株株))

中国電力中国電力((株株))

宇部興産宇部興産((株株))

【 2020年までの目標】
瀬戸内マックス船（20万トン級、必要水
深20m）の満載での入港に対応
【航路-18ｍ＋潮汐利用】

【2020年までの目標】
ポストパナマックス船（10万トン級、必要水
深17m）の満載 での入港に対応
【航路-16ｍ＋潮汐利用】

出光興産出光興産((株株))
JXJX日鉱日石エネルギー日鉱日石エネルギー((株株))

周南バルクターミナル周南バルクターミナル((株株))

輸入量
石炭：7位徳山下松港：710万ｔ、11位宇部港：590万ｔ
（一般炭は２港で850万ｔ 全国１位（2009年貿易統計））

とうもろこし・大豆輸入量
220万ｔ 全国２位（2008年）

下松地区下松地区

徳山地区徳山地区

新南陽地区新南陽地区

航路(-16m)→(-18m)

航路・泊地

(-12m)→(-14m)

泊地(-14m)→(-17m)

航路(-11m)→(-13m)

航路(-10.2m)→(-12m)

航路(-12.8m)→(-14m)

桟橋新設

【2020年までの目標】
ケープサイズ船（18万トン 級、必要水深20m）の
満載での入港に対応
【航路-19ｍ＋潮汐利用】

航路(-19m)

輸入量
鉄鉱石：1位水島港：1620万ｔ 2位福山港：1560万ｔ
石 炭：6位水島港： 730万ｔ 7位福山港： 710万ｔ

（２港では鉄鉱石､石炭とも全国１位）
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（３）国土交通省成長戦略と中国地方の取組状況

国際バルク戦略港湾に対する中国地方からの提案の概要
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対岸諸国の経済発展を我が国の成長に取り入れるため、日本海側拠点港を形成し、日本海側
港湾のさらなる競争力強化を図る。

日本海側拠点港の形成

１６

○これまでの検討経緯と今後の予定
・平成２２年１１月２４日第１回委員会
・平成２３年 ２月 ３日第２回委員会
・平成２３年 ３月 ３日第３回委員会

・平成２３年３月～４月頃提案募集
・平成２３年夏頃委員会意見のとりまとめ、

日本海側拠点港の選定

（３）国土交通省成長戦略と中国地方の取組状況

日本海側拠点港の形成において
検討の対象とする港湾（計２６港）



島根県江津市二宮町

トラック輸送

浜 田 港

コンテナ船で輸送

◆出航 １月27日

◆到着 １月29日

◆出航 ２月１日

コンテナ船で輸送

◆到着 ２月３日

シベリア鉄道へ積み替え

◆出発 ２月２７日

荷主へ

◆到着 ３月９日

※ﾃﾞﾊﾞﾝﾆﾝｸﾞは３月１４日

浜田

ウラジオストク

釜山

：［鉄道］

：［海運］
： 従来ルート

モスクワ

ロッテルダム

20ｆｔコンテナ１個数量・荷姿

石州瓦輸送品目

釜 山 港

◆入庫 １月24日

ウラジオストク港

ウラジオストク駅

シベリア鉄道で輸送

モスクワ駅

トライアル輸送ルート

◆バンニング １月25日

※ウラジオストクで通関

環日本海における物流高度化検討委員会

◆輸送日数が最短で１９日短縮
◆石州瓦の破損は殆ど無し。

１７

浜田港でのバンニング作業

産学官が連携して、環日本海の新たな需要動向を把握しつつ、物流の高度化に資する境港・浜田港の目
指すべき姿、利活用方策、戦略的な整備方策等について検討を実施。

４５日

２６日

トライアル輸送（石州瓦）の実施結果トライアル輸送（石州瓦）の実施結果 ～浜田港～～浜田港～

（３）国土交通省成長戦略と中国地方の取組状況


